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（２）雨天時浸入水対策について 
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いて 
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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

経営課副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

経営課長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

１．開会（事務局により進行） 

 

・開会挨拶（会長） 

・上下水道局職員自己紹介 

・会議資料の確認 

・出席状況の確認、会議の成立の報告 

 

２．議事の前の手続き（会長により進行） 

 ・傍聴希望者の確認（希望者０名） 

 

３．議事（会長により進行） 

 

 議事の進め方について、事務局から補足説明はあるか。 

 

 資料１－１に沿い、はじめに水道事業（１）～（４）、次に下水道事業

（１）～（５）をご審議いただく。その後、それぞれの経営状況について

審議いただき、会議終了後に事務局にて意見書（案）を作成したものを、

次回会議にて審議いただいたのち、意見書として確定する。 

 

（以上について、質疑なし） 

 

 

議事（１）令和３年度所沢市上下水道局施策事業の進捗状況について 

 

水道事業の進捗状況について説明をお願いしたい。 

 

※資料１－１、水道事業（１）～（４）について説明。 

（１）出前教室実施事業 

（２）口座振替促進事業 

（３）水道管整備事業 

（４）浄水場整備事業（耐震補強工事） 

 

（以下、質疑応答） 

 

（１）出前教室実施事業 

講義に水源についての内容は入っているか。 

 



総務課長 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

窓口サービス課長 

 

 

 

委員 

 

 

 

入っている。 

 

水源の保全は、水道水の味や安全性にとって重要なので、引き続き力を

入れてほしい。 

 

日本は世界の中でも蛇口から飲めるほど、水道水の安全性の高い国。最

近はペットボトル水を飲む家庭が増えているが、将来にわたって水道水を

飲用してもらえるよう、引き続き啓発に力を入れ、さらなる飲用につなげ

てほしい。 

 

中学校には実施しないのか。小学校で触れたうえで、さらに専門的な内

容を行えば、関心をもつことができるのでは。 

 

小学校で当事業を実施している意味としては、小学４年時に水に関する

授業があり、その時期に合わせて小学４年生を対象としているため。それ

ぞれ担当業務を抱える各課の職員の協力により実施している事業であり、

業務量的にも対象を拡大するのは難しいため、中学校への実施は現在のと

ころ考えていない。 

 

中学校から要望があれば検討する必要があるが、内容も変えなければい

けない。費用面からいうと、児童１人あたり２０円ほどで実施している。

ほとんど費用を使わず効果を上げており、評価したい。 

 

（２）口座振替促進事業 

口座振替の優位性が見込めなくなる、という記載について。収納手段と

して口座振替以外のコンビニ、クレジット決済などは、広がりがあるがコ

ストがかかる。決済手数料が最低でも３％のクレジットは、５，０００円

の決裁をするのに１５０円、コンビニだと１件２００～３００円かかって

しまう。一方、口座振替は今まで１件１０円ほどで、値上がりはあるが現

在５０～６０円ほどでは。安価な決済手段として口座振替を広げていくと

いうスタンスは変わりないのではないか。 

ご意見の通り現在は口座振替が一番安価な決済手段であるが、金融機関

から口座振替の手数料を新たに設定したいとの要望がきている。一般的に

コンビニは１件あたり５０円、口座振替は１０円だが、利用者が少ない金

融機関だと今後単価が逆転する可能性が出てくるという状況である。 

決済代行サービスを使うことを提案したい。商工会議所で業務受託を受

けている労働保険料の収納では、メガバンクのコストアップを背景として

りそな系の決済代行会社に切り替え、どこの金融機関も一律で使用できる

スキームで変更したケースがある。 



 

窓口サービス課長 

 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

経営課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

窓口サービス課長 

 

 

 

上下水道局長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

経営課長 

 

 

 

 

今後、研究したい。 

 

水道事業に対する個人的な意見としては、水道管の更新や施設の耐震化

は予算をかけて前向きに進めてほしい。事故が起こると市民の生活に直結

するため、しっかりとやってほしいという思いがある。 

 

（質疑応答はここまで） 

 

続いて下水道事業の進捗状況について説明をお願いしたい。 

 

※資料１－１、下水道事業（１）～（５）について説明。 

（１）自主財源確保促進事業 

（２）下水道管渠布設事業 

（３）雨水浸透化事業 

（４）雨天時浸入水対策事業 

（５）下水道ストックマネジメント事業 

 

（以下、質疑応答） 

 

（４）雨天時浸入水対策事業 

下水道用栓の配布とはどういうものか。 

 

個人宅の外水道排水に蓋をするための、ゴム栓を配布する事業となる。 

外水道を使用しない時、雨水が下水管へ流入しないようにするための栓と

なる。 

 

補足すると、他市では外水道へ屋根をつけるお願いをしているところも

ある。雨水の流入量を調整し、強い降雨時の下水道の満管を防ぐことを目

的としている。 

 

（１）自主財源確保促進事業 

東所沢に設置されたイルミネーションマンホールは、全国初としてネッ

トなどで話題が広がっている。見に来る人も多いと思うが、点灯しないな

どのトラブルはあったか。 

 

設置から約２年が経過しているが、これまで電気系統のトラブルでの点

灯切れが時々生じている。業者に清掃と併せ点検を委託し、定期的な巡回

を実施しており、不具合が確認された場合は早期に復旧できるよう対応し

ている。 



 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

経営課長 

 

 

 

委員 

 

給水管理課長 

 

 

委員 

 

 

給水管理課長 

 

 

水道建設課長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

経営課長 

 

 

 

 

 

個人的に興味がある。利用者数も増えており、所沢がマンホールで賑や

かになるといい。所沢駅西口の開発も進められており、これからも話題に

なる取組を行い頑張ってほしい。 

 

（質疑応答はここまで） 

 

続いて、上下水道の経営状況について、まず水道の説明をお願いしたい。 

 

※資料１－１、水道事業（５）経営状況を経営比較分析表に基づいて説明。 

 

（以下、質疑応答） 

 

施設自体のダウンサイジング、具体的にはどういったことか。 

 

これからの人口減少を見据え、将来的な配水量から配水池等の規模を縮

小していくことである。 

 

新たに施設を作る場合はわかるが、現在使われている施設をダウンサイ

ジングする場合はどうなのか。 

 

既設のものは出来ないので、更新の際にダウンサイジングを行う。また、

ダウンサイジングのほかに、水需要に応じて配水量の調整を実施していく。 

 

管路については更新を行う際、給水量に応じ管の口径を小さい口径に落

とすことでダウンサイジングしている。 

 

水道事業は、すべてにわたり類似団体より優位な数字になっており、事

業として順調に推移している。その中で料金回収率については、１００％

を割れていたものが令和２年から上回っている。理由として、浄水場の修

繕費の経費減少により原価が下がり、収支が改善したとなっているが、様々

な海外の動きからのきなみコストが上昇している状況の中で、改善してい

るのはなぜか。前年審議会では、料金改定を視野に入れ適切な収入を確保

して経営の健全化を図るという方向性になったと記憶している。 

 

施設修繕の費用が例年に比べ少なくなったのが収支回復の要因である。

先手で老朽化対策を行っていることで、修繕に至るケースが減少傾向にあ

ったことが反映されている。一方で、施設の更新費用が、物価高騰により

増えていくことが懸念されるが、料金回収率の計算の中において修繕等に

よる維持管理費用は含まれているが、施設の更新費用は含まれていないた



 

 

 

 

 

 

委員 

 

経営課長 

 

委員 

 

経営課長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

経営課長 

 

 

 

 

経営課長 

 

 

 

 

 

会長 

 

下水道維持課長 

 

め、令和３年度の数字上は１００％を上回る結果となっている。しかしな

がら、ご指摘の通り様々な費用が上がっている中で、今年度は電気料金の

高騰で補正予算を組んでいることもあり、さらに物価高騰が経営に大きな

影響を与えることが懸念されるため、楽観視はしていない。今後は財政状

況を鑑みながら経営の健全化を進めていく。 

 

料金回収率の課題は引き続きあるという認識でよろしいか。 

 

そのとおりである。 

 

給水原価のなかに減価償却などは入らないという認識でよろしいか。 

 

含まれているが、直接大きな影響は受けない。料金回収率は維持管理費

用を含む営業費用等を反映させた計算方法だが、それ以外の経費を含めた

単年度の収益の状況は年々悪化しているため、料金改定の議論については

引き続き必要なものと考えている。 

 

通常は収支を見る際、設備に係るものなど様々な経費を入れる。国の指

標だから仕方ないが、原価に入っていないのは誤解を招くため、引き続き

丁寧な説明をお願いしたい。 

 

（質疑応答はここまで） 

 

続いて、上下水道の経営状況について、下水道の説明をお願いしたい。 

 

※資料１－１、下水道事業（６）経営状況を経営比較分析表に基づいて説

明。 

 

（以上について、質疑応答なし） 

 

※今回の審議会について質問・意見が生じた場合は「質問・意見書」を 

１１月３０日までにご提出いただきたい旨を説明。 

 

 

議事（２）雨天時浸入水対策の進捗状況について 

 

事務局から説明をお願いしたい。 

 

※素案からの変更点について資料に沿って説明。また、本内容について国

と県には大まかな了承を得ていること及び、今後の策定の流れを説明。 



 

 

 

 

 

 

会長 

 

上下水道局長 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

副会長 

 

 

（以上について、質疑応答なし） 

 

 

議事（３）その他 

 

事務局から何か説明はあるか。 

 

※マンホールサミットの実施について案内 

 

※次回の開催について、１月中の開催を目途とし、追って連絡をする旨を

説明 

 

（以上について、質疑なし） 

 

本日の議事は全て終了したので、進行を事務局にお返しする。 

 

 

４．閉会（事務局により進行） 

 

閉会挨拶 

 

 


